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認知症当事者を支える２

事業所 所在地 ☎連絡先 担当地域
地域包括支援センター寿山荘 住吉町5-10 (62)9655 黒磯・厚崎（一部）※

稲村いたむろ地域包括支援センター 東原166 (60)3361 稲村・高林※

地域包括支援センターあぐり 鍋掛1416-3 (73)2550 豊浦・厚崎（一部）※

地域包括支援センターさちの森 野間453-23 (60)1333 鍋掛※

地域包括支援センター秋桜の家 大原間83 (65)2972 東那須野※

西那須野西部地域包括支援センター 上赤田238-658 (37)8183 西那須野西部
地域包括支援センターとちのみ 井口533-20 (37)1683 西那須野東部
しおばら地域包括支援センター 下田野282-6 (35)3745 塩原

地域包括支援センター
認知症・介護・福祉などの困りごとは……

と  き 毎月第1・３火曜　午前10時～

ところ 旧 すこやかデイサービスセンター
（健康長寿センター敷地内）

参加費 1回　200円
▶�問い合わせ
　市社会福祉協議会　☎0287（37）5122

オレンジドアにしなす
当事者が作る「お互いさま」の居場所

同じ目線で話すからこそ、気持ちを分か
ち合い、前向きになれます。

　オレンジドアにしなすは、認知症と診断された人やもの忘れが気に
なってきた人のための「当事者の集い」。参加者は、診断を重く感じ悩
んでいる人から、葛藤を乗り越え、経験を明るく話せるようになった
人までさまざまです。
　こうした集いに参加すると、悩みを解消するだけでなく、公的なサー
ビスのスムーズな利用にもつながります。運営に関わっている地域包
括支援センターとちのみの遠

えんどう
藤さんは、「ぜひ症状が軽いうちに相談に

来て、仲間とつながってほしい」と提案しています。

　ここでは、介護や福祉に関するあらゆる相談を受け付け、医療機関
や行政との調整、各種サービスの提案などを行い、住み慣れた地域で
の暮らしを支援します。
　地域包括支援センターさちの森の渡

わたなべ
邉さん(認知症地域支援推進員)

は「認知症の人が増えても、一人一人の力を生かした地域づくりができ
たら」と考えています。今後の目標は「当事者一人一人の支援を通じて、
さまざまな人が立場や価値観を越えてつながり、やがて地域がつながっ
ていくことです」と、真っすぐな思いを語ってくれました。

　身近な人が認知症になったとき、症状への対処や受けられる支援など、
知りたい情報は多いもの。このまちには、診断から介護サービスの利用まで、
幅広い分野で支えてくれるたくさんの人たちがいます。

医師

このまちで、私たちが支えます！

認知症地域支援推進員って
どんな人？

参加者の声
　今までは認知症のことを気軽に話せる人がいなく
て、ただ自分と闘うしかないと感じていました。
　しかし、この会で同じ認知症の人と知り合えて、心
が晴れ晴れとしました。こんなに親切にしてくれる所
があって、ありがたいです。� （70代男性・要支援1）

その悩み、抱え込まないで――
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※黒磯地区の担当地域は公民館区です。
詳しい資料は�本高齢福祉課で
配布しています。
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認知症地域
支援推進員

医療機関
支援の

仕組み作り

デイサービス訪問介護

日常生活の手助け
地域の人々

認知症サポーター

養成講座を受けて正しく認知症を理解し、認知症の人を地域で
温かく見守る人のこと。「オレンジリング」がその証です。

　認知症の人が住み慣れた環境で暮ら
し続けられるように、医療や介護をつ
なぐ支援をしたり、本人や家族からの
相談に応じたりする役割を担います。

本人・家族

地域発！
当事者の集い

通いの場

「とちぎオレンジドクター」と
いう、県に登録された認知症
相談医もいます。

認知症初期
集中支援チーム

認知症の人やその家族を早い段階で
支えるための専門家チームです。


